
FlgureofaTartarunderthe

feetofHenryIIDukeof

Sllesia,Cracow,andPoland

シ レ ジ ア[シ ロ ンス ク]・ ク ラ ク

フ ・ポ ー ラ ン ド公 ヘ ン リ ク2世

の足 下 の タ タ ー ル 人 の 像

AslatlcwarriorsofPolo'sage。

ポ ー ロ の 年 代 の ア ジ アの 武 人

PlanofaFangorsquare[etc]

坊 す な わ ち 方 形 区 画 の 平 面 図

[な ど]

1876

α 加 乃娠 協㍑,碣 窃8勿41あ 〃9〃8

Thkeda,1.trans.Dickins,EV;

忠 臣蔵,す なわち忠 誠 な同盟[仮 名手本忠 臣蔵]

タケダ,1.[竹 田出雲2世]デ ィキンズ,F.V.訳

00027843

Tsurugaoka,Wakasanoske,

YenyaMoronawo

鶴 ケ 岡,若 狭 介,塩 谷[判 官],

師 直[鶴 ケ 岡 ノ場]

TheLadyKawoyopresents

thehelmetofNlttatoHls

HlghnessNawoyoshl

顔 世 夫 人 は 新 田 の か ぶ と を直 義

殿 下 に 差 し 出 す[仮 名 手 本 忠 臣

蔵 大 序 兜 改]

TheMeetlngofKonamland

Rlklya

小 浪 と力 弥 の 出会 い[桃 井館

ノ場]

TheBrutalltyoftheBannai

鷺 坂 伴 内 の 野 蛮 な 行 為

Moronawocrlngesbefore

Wakasanoske

師 直 は 若 狭 之 助 の前 で縮 み 上 が

る[桃 井 立腹 ノ 場]

TheQuarrelbetweenYenya

andMoronawo

塩 谷 と 師 直 の 間 の 口 論[殿 中 喧

嘩 ノ場]

GoyemonreproachesKudalum

thepresenceoftheLady

Kawoyo

卿 右 工 門 は 九 太 夫 を顏 世 夫 人 の

面 前 で 叱 る[顔 世 住 居 ノ場]

TheMassageofDeath

死 の 通 告[上 使 ノ 場]
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TheAgonyofYenya

塩谷 の苦悩[切 腹 ノ場]

Yuranoskeswearstorevenge

hlslord'sdeath

由 良 之 介 は彼 の 主 君 の 死 の 復 讐

を誓 う 匸城 渡 ノ場]

TheRencontreofKampeland

Sadakuro

勘 平 と定 九 郎 の 出 会 い[出 合 ノ

場]

TheMurderofYolchlbe1

与 一 兵 工 殺 し[銕 炮 ノ場]

Kampelforbidsthedeparture

ofOkaru

勘 平 は お 軽 の 出 発 を 妨 げ る[山

帰 ノ場]

DlstressofKarnpelandhls

famlly

勘 平 と彼 の家 族 の 苦 悩[身 売

ノ場]

Kampellsallowedto]01nthe

consplracyatlast

勘 平 は つ い に 陰 謀 に加 わ る こ と

を許 さ れ た[連 印 ノ場]

ThegameofBlmdman,sBuff

目隠 し鬼 の ゲ ー ム[眼 隠 ノ場]

TheDlsslpatlonofYuranoske

由良 之 介 の 放 蕩[生 酔 ノ場]

TheDevlceofKudalu

九 太 夫 の策 略[駕 秡 ノ場]

TheDlscomfltureofKudalu

九 太 夫 の完 敗 匚一 力 酔 覚 ノ場]

ThedespalrofKonaml

小 浪 の 絶 望[手 ノ内 ノ場]

TherewardofKakogawa

Honzo

加 古 川 本 蔵 の 報 い[白 髪 首 ノ場]

Repentance

悔 い改め[本 蔵最 後ノ場]

TheproofofGlhe1

義平 の証明[義 平 男達ノ場]

TheoutrageonOsono

お そ の へ の 非 道 な行 い[髪 切

ノ場]
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Yuranoskeandhlscompanlons

takeleaveofGlhelandOsono

由良 之介 と彼 の 仲 間 は 義 平 とお

そ のに暇 乞 い をす る[堺 出 立 ノ場]

Retrlbutlon

応 報[本 望 ノ場]

TheSplrltofYenyals

appeased

塩 谷 の霊 はいや され た[焼 香 ノ場]

TheBrldalJourney

花 嫁 の 旅[山 科 行 ノ 場]

Takasagoonoura

高砂 ノ浦[播 州 高砂 ノ浦]

Prefaceoftheauthor

著 者 の 序 文

[謡曲高砂]

1876

・4ψ 叨P58〃'訪8〃'oゾ 」〃φ砌

Jarves,J・J・

日本美術一見

ジ ャ ー ヴ ィス,J.J.

00012744

NolFrontlsplecePlcnlcofthe

HouseholdDeltles

No1巻 頭.家 の 守 り神 の 会 食

2Benten,theMadonnaof

Japan

2弁 天,日 本 の聖 母 マ リア

3Tossl-Toku-Deltyof

Talents,etc

3ト シ ・トク[歳 徳 神]一 才 能

の神,他

4PortraltofaMan

dlsltlngulshedlntheBattleof

Yasherlce

4ヤ ス ヘ リ ス[か]の 戦 い で 有

名 な 人 の 肖像
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